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道
路
の
潜
捕
串
レ
ク
リ

z
iシ
ョ
ン
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
溺
動
に
大
変
な
役
員
の
み
な
さ
九

八日7
年
の
四
月
か
b
一
つ
の
見
持
金
…
照
リ
主
的
世
話
発
起
き
ゼ
去
す
。
そ
の
一
つ
い
川
市
川
氏
の
み

な
さ
ん
が
設
現
で
の
行
主
告
す
説
、
社
会
教
育
や
H

芸
品
湾
の
崩
事
り
で
、
公
式
高
江
口
約
な
地
域
明
動
に
従

事
中
、
不
明
の
事
故
に
あ
わ
れ
た
と
さ
、
見
持
金
沙
一
関
話
す
る
と
い
う
も
の
立
す
。
い
去
一
つ
は
、
小
。
中
学

校
児
童
せ
誌
の
学
校
科
訟
で
に
お
け
お
け
が
や
午
、
の
は
か
の
ま
円
一
対
し
、
口
議
主
婦
は

UKふ
う
と
す
記

の
で
、
い
ず
れ
も
以
利
五
4
i

六
年
刊
パ
↑
円
以
後
に
明
治
山
一
し
た
型
的
か
対
象
と
な
り
三
す
。
特
に
、
地
域
叫
動

等
府
内
山
百
円
見
舞
金
制
度
は
ち
全
川
川
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
、
日
明
け
京
川
県
内
で
は
一
初
め
て
の
制
度
で
す
。

な
い
も
の
で
も
、
致
育
長
員
会
が
ζ

れ

に
按
ず
る
も
の
と
認
め
た
場
合
に
贈
呈

す
る
仁
と
と
し
ず
い
ま
す
e

見
捧
ハ
ゲ
む
繍
は
、
七
H
以

rの
人

読
ま
た
は
日
宅
瞭
建
立
一
か
月
山
1

仁
学

校
合
体
む
掛
合
に
一
一
万
円
、
歯
の
破
折

の
叫
円
、
特
に
必
要
よ
認
め
た
場
合
に
4

h
内
以
内
の
ギ
除
見
舞
金
と
、
死
亡
白

場
ム
マ
)
百
万
円
の
一
つ
に
分
け
て
い
ま

す。
こ
れ
に
も
龍
一
一
一
習
が
災
害
に
つ
い
て

地
域
rH戦
中
に
お
け
る
同
容
見
緑
金
な
心
的
設
と
な
コ
て
い
一
φ
の
が
マ
一
切
で
あ
白
熱
務
内
に
、
各
種
ぽ
体
が
日
発
的
損
害
問
険
、
芦
口
う
山
崎
合
と
、
災
害
原
m
h

の
鵡
口
む
は
、
一
市
塚
行
地
域
活
動
神
間
協
り
、
京
市
で
発
足
戸
を
よ
う
と
し
て
い
に
匂
つ
前
災
、
防
火
、
初
犯
、
交
通
安
が
協
点
怒
や
滋
災
七
の
外
非
常
炎
容
に

百
円
~
持
金
同
町
三
裂
が
一
L

に
基
づ
い
て
行
る
制
同
ほ
の
よ
う
に
広
範
山
な
対
象
を
巧
全
等
の
活
動
。

F

ふ
る
揚
ム
い
は
、
見
舞
金
D
A
m
-
-
4
捕
ま
た
は

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
よ
り
よ
い
知
日
明
え
て
い
る
の
は
、
?
出
的
に
も
初
め
て
乙
う
い
っ
た
地
域
活
動
や
福
祉
問
的
一
部
を
婚
宗
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
ζ

社
会
を
つ
く
口
出
す
た
め
の
一
つ
の
乃
の
ユ
ニ
ー
ク
ウ
最
踏
と
い
え
ま
す
。
た
動
、
役
会
教
育
、
社
会
部
門
司
忠
、
環
し
て
い
ま
す
。

簡
と
し
て
、
新
し
く
打
ち
出
足
た
も
だ
、
そ
れ
だ
け
に
ム
伎
の
雲
に
難
し
警
告
蹴
な
ど
の
警
の
欝
持
と
い
け
が
を
し
た
ら

の

で

あ

り

ま

す

。

さ

は

あ

ろ

r
A
J
と
添
わ
れ
ま
す
が
、
韓
民
口
う
よ
う
に
、
詐
常
に
問
汀
の
弘
い
制
限

↑
川
氏
み
な
さ
ん
の
自
主
的
事
加
に
に
そ
っ
て
前
向
き
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
に
ご
一
報
JV}

よ
る
仙
F
J
4
U
L制
は
、
近
韓
む
九
討
を
交
え
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
お
は
持
A

誌
の
額
は
、
A
M
T

一
治
一
辺
羽
の

と
こ
ろ
で
、
地
日
明
日
市
制
の
場
合
で

y出
内

と

い

え

る

も

の

で

、

市

と

し

て

ふ

け

が

の

剥

A

け
に
工

ι日

も
元
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
死
亡
の
場
合
は
[
主
ぶ
も
の
れ
お
れ
う
日
一
も
し
、
け
が
そ
し
た
と
き
は
、
き

ー

γ

。

い

う

ん

訟

で

議

案

贈

ら

れ

る

の

い
と
と
で
あ
り
ま
す

}
2
2
i
百
万
丹
念
滋
自
主
で
、
江
段
階
に
分
け
て
い
司
令
ほ
か
、
不
か
一
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
け
が
を
さ

し
た
第
二
次
平
塚
け
地
台
開
発
計
開
亡
話
相
ハ
一
一
主
に
も
死
「
の
場
合
は
、
百
万
円
と
J

「
?
れ
た
む
本
人
か
ら
の
手
続
き
は
…
切
占

も
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
や
市
民
協
刀
見
緯
金
の
い
河
設
と
レ
「
ほ
、
部
に
お
ま
す

1
2
2
1

要
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
に
応
じ
て
産
開

の
散
要
件
を
明
確
に
し
、
計
両
日
世
迭
の
市
民
(
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
者
た
だ
、
科
積
接
待
や
集
例
等
に
基
づ
の
診
断
書
そ
取
り
持
せ
て
い
た
F
ξ
ζ

一
つ
突
き
な
牡
と
し
て
い
ま
す
。

ζ

玄
rtuぶ
、
良
一
会
そ
の
話
器
い
て
室
寝
室
受
け
る
崩
事
、

JEです
。
市
役
所
の
内
部
在
、

れ
を
積
栂
的
に
推
議
す
る
liiE
に
、
こ
の
カ
市
左
b
守
政
協
力
ゲ
依
頼
さ
一
れ
て
そ
の
犠
樗
が
故
怠
ま
た
厄
最
大
な
過
失
い
ろ
い
ろ
醤
類
の
壬
」
続
き
が
あ
り
ま
す

見
舞
金
制
塔
は
不
可
欠
の
も
の
と
い
え
行
う
活
動
。
第
二
に
、
円
発
的
意
志
に
に
よ
る
調
合
は
、
贈
呈
し
な
い
と
し
r
と
が
、
お
見
舞
い
と
い
ヨ
性
格
か
ら
と
京

ま

す

。

よ

る

鰐

朝

酬

の

社

会

奉

仕

活

動

、

抑

制

え

し

て

い

ま

す

。

人
の
負
担
は
、
な
る
べ
く
避
け
て
い
ζ

混
在
、
市
内
の
各
地
域
に
お
い
て
臼
ば
、
道
路
、
会
溺
そ
の
他
の
公
共
施
設
企
〈
新
し
い
制
度
で
も
あ
P
、
見
舞
う
と
い
う
考
え
で
す
ロ

既
知
的
に
公
共
事
仕
活
動
を
統
一
け
て
い
る
に
対
す
る
環
境
暫
備
活
動
ゃ
、
老
人
、
金
賠
三
の
公
単
性
を
医
る
意
味
か
ら
も
と
い
っ
て
も
、
市
と
し
て
も
事
故
の

多
数
の
市
民
が
お
ら
れ
ま
す
G

今
接
も
ら
身
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
活
動
、
さ
擦
は
古
見
舞
金
贈
呈
審
査
委
員
A
M
P
-
設
置
軍
需
を
つ
か
み
得
な
い
ζ
と
も
出
て
垂

直
治
慈
識
の
高
ま
白
と
と
も
に
、
地
填
ら
に
、
社
会
教
育
、
社
会
能
宵
の
声
帯
し
、
公
正
な
通
営
を
閉
し
て
い
〈
よ
う
ま
す
の
で
、
事
故
の
一
報
は
い
た
だ
苦

情
説
の
輪
は
広
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
活
動
。
第
三
に
、
天
災
、
火
災
、
支
躍
に
し
て
お
り
ま
す
む

た
い
と
思
い
ま
す
a

一
報
に
よ
り
、
携

と
期
時
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
事
故
等
白
災
害
時
の
避
難
、
誘
導
等
の

わ
っ
て
お
ら
れ
た
活
動
可
容
に
応
じ
て

う
し
た
活
動
の
際
に
不
幸
に
も
事
故
に

除

、

;

』

関

係

す

る

課

の

職

員

が

、

現

地

や

と

本

あ
わ
れ
た
場
合
、
問
民
に
代
わ
っ
て
市
与
が
」

L
P
L申

1
ノ

E

除、
r
f

と
し
て

ZETc-フと
す

る

学

将

棋

て

吃

爽

害

こ

も

人

由

主

へ

伺

い

詳

し

〈

一

状

況

自

ー
:
-
J
J
i
-
-
f
d
目

2
5

ま
す
。
で
す
か
ら
目
前
A
闘
を
は
じ
め
、

自
が
そ
の
一
種
討
で
あ
り
ま
す
。

市
長
田
悼
町
役
員
の
方
に
は
、
己
の
点

会

頭

六

百

四

十

六

の

都

市

患

で

、

一

か

月

以

上

休

む

と

こ

万

円

の

と

協

力

毒

た

い

わ

け

で

す

。

己
の
種
の
制
度
伊
奨
摘
し
て
い
る
と
ζ

学
校
災
誉
見
舞
金
は
、
学
校
の
管
理

ろ
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
新
潟
市
が
除
一
方
、
学
校
に
お
け
る
事
故
に
つ
い
て
お

D
ま
す
。

ζ
れ
に
は
日
本
学
校
安
下
と
い
う
乙
と
で
状
況
が
つ
か
め
ま
す

雪
作
業
の
時
の
事
故
、
山
静
市
が
消
火
て
も
、
「
平
塚
市
学
校
災
害
見
舞
金
婚
生
法
令
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
さ
れ
て
の
で
、
通
報
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
時
の
事
故
等
を
中
心
と
し
て
発
足
呈
要
縞
」
に
よ
わ
運
用
し
て
い
〈
乙
と
い
ま
す
が
、
ヶ
1
ス
に
よ
っ
て
は
、
学
地
域
活
動
等
樽
害
事
故
宮
見
舞
金
と
学

さ
せ
、
以
来
、
最
田
市
・
甲
府
市
d

春
日
と
し
て
い
ま
す
。
校
説
費
者
と
し
て
の
市
が
見
持
金
を
贈
校
災
害
見
揮
金
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も

井
市
・
高
岡
市
・
長
野
市
・
東
語
市
・
こ
れ
は
、
市
立
小
学
校
必
よ
ぴ
中
学
呈
す
る
こ
一
と
が
、
学
校
教
育
の
雨
円
滑
な
金
額
は
そ
う
害
額
な
も
の
で
は
事
D
ま

裕
和
市
な
ど
が
実
施
し
て
い
ま
す
固
い
校
の
児
童
@
生
徒
が
、
学
校
の
菅
潔
下
運
営
に
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
せ
ん
が
、
市
の
姿
勢
と
L
て
む
理
解
者

ず
れ
の
都
南
で
も
「
市
民
白
公
共
的
活
に
お
い
て
災
害
を
受
け
た
場
合
に
贈
亙
そ
ζ
で
、
地
域
活
動
等
慎
害
見
舞
金
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

動
時
四
事
故
」
軍
事
げ
て
い
ま
す
が
、
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
れ
ジ
ま
す
。
小
・
制
度
ど
の
整
合
性
も
考
慮
し
、
発
足
さ
事
故
に
あ
わ
な
い
己
と
に
ζ
し
た
ζ

翼
際
白
対
象
範
翻
は
、
「
白
惜
金
活
動
中
学
校
に
お
き
ま
し
で
は
、
都
心
の
注
せ
る
も
の
で
あ
P
ま
す
。
と
は
る
り
ま
ぜ
ん
。
一
人
一
人
が
十
分

寸
中
台
、
「
除
草
業
中
心
」
と
い
意
ま
っ
て
鞍
曹
指
導
に
当
た
っ
て
い
贈
口
器
対
象
と
し
て
は
、
ま
ず
、
学
注
意
し
て
閤
る
い
草
と
地
域
社
会
を

て
た
よ
う
に
、
特
定
白
地
域
活
翫
が
主
ま
す
が
、
さ
ま
き
ま
盗
事
故
が
発
生
し
枝
管
理
宇
で
の
事
故
と
学
校
管
理
下
で
顎
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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い
C
と

。

-

放

麗

し

な

い

C
と

。

一

ふ

う

せ

ん

や

Z

Y

ピ

y、
ポ
ケ
ッ
ト
灰
一
務
部
税
務
按
当
害
事
と
な
D
、

③
子
供
突
進
び
し
な
い
よ
う
マ
ッ
チ
一
@
た
き
火
を
す
る
時
に
は
、
商
厨
の
安
一
皿
な
ど
を
〈
ば
り
防
火
キ
ャ
1
Y
ベ
1
一
に
昇
格
し
た
。
(
敬
語
〉

な
ど
は
手
の
届
か
な
い
前
へ
壁
〈
。
一
金
者
磁
め
、
情
火
準
構
を
L
て
か
ら
行
一

y
竜

行

う

。

一

円

部

整

級

同

〈

〉

内

は

関

職

名

一
③
寵
白
周
聞
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
一
い
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
一
パ
レ
ー
ド
の
編
演
は
、
勝
原
小
学
校
一
門
V

異
動
・
食
習
部
付
書
事
盛
庸

一

』

事

く

tAF
‘

Z
1
3

一
自
鼓
筒
酷
薬
害
、
書
簡
碍
者
、
一
(
議
事
業
所
畏
〉
、
蓄
基

一

ほ

仇

も

《

宅

g
u
v
E
Z
K喜
司

ゑ
J

一

一

一
鵬
臨
時

U

シ
J

i

r

a

て

一

古

式

情

防

保

雲

D
臓
に
腕
〈
。
一
闘
整
理
事
務
霊
〉

一
今
回
由
連
君
、
①
身
障
障
害
者
竺
需
品
や
事
業
所
な
ど
白
要
望
喜
一
塁
、
一
秀
吉
に
予
定
さ
れ
て
い
一
人
ム
営
霊
童
書
室
(

一
在
中
心
と
し
た
焼
死
防
止
対
舗
の
徹
底
一
れ
ば
、
出
向
い
て
第
八
援
の
取
め
扱
い
一
る
平
壌
市
と
草
山
原
市
、
大
濃
町
、
二
一
薬
品
園
調
整
課
長
〉

一
②
防
火
事
誌
の
確
立
、
。
ガ
ス
も
一
室
離
の
仕
方
な
ど
、
耕
輔
指
導
者
仔
一
書
簡
の
融
合
訓
練
は
、
議
喜
一
・
種
世
田
理
事
務
霊
祭
掴

;
年
も
二
月
二
十
八
日
宮
一
一
芳
十
一
一
一
日
ま
で
の
古
品
、
審
の
火
災
予
防
覇
者

5。
特
官
三
一
件
露
。
室
副
長
、
コ
ジ
ロ
一
れ
火
災
発
生
防
止
対
警
護
、
@
異
一
う
己
主
な
っ
て
い
る
。
一
重
量
車
大
台
が
出
動
し
、
午
一
(
融
務
部
割
望
書
〉

交
に
、
己
の
時
期
は
事
費
が
き
を
大
詰
音
字
、
J

ズ
J
。
「
あ
な
た
甘
ナ
ノ
火
事
を
出
会
一
が
十
四
件
、
放
火
十
一
}
一
件
、
た
ほ
己
の
一
義
臨
時
お
正
義
嵐
時
四
火
災
発
生
一
一
有
情
事
選
、
天
警
官
官
房
か
ら
ま
十
分
間
、
湘
開
海
岸
道
一

v霊
・
総
務
部
税
務
援
活
害
事

U
一
l

・
一
不
始
末
十
一
件
、
た
き
火
八
件
、
量
一
防
止
対
樺
白
推
進
に
費
量
を
お
き
一
の
老
人
妥
警
訪
れ
、
火
の
普
段
一
路
(
国
道
二
一
一
回
議
)
由
そ
ば
に
あ
一
山
達
男
〈
食
事
職
員
課
長
〉

;
5
2義
一

警

告

一

豊

車

両

-

勢

災

予

防

護

尺

聖

書

二

ぴ

高

島

い

て

い

る

。

一

「

使

う

議

す

ま

で

離

す

な

自

と

一

語

審

白

点

検

、

避

難

白

喜

一

ゑ

パ

ー

ク

サ

イ

ド

平

号

、

事

ピ

一

円

課

長

怒

会

は

一

興

事

室

空

襲

章

受

全

習

い

っ

せ

佐

運

動

露

関

東

る

。

会

一

そ

れ

に

比

べ

、

今

年

は

異

常

乾

警

一

心

」

哲

吉

1
ガ
ン
と
し
て
、
己
の
選
一
指
導
な
ど
を
君
、
避
難
喜
害
工
会
避
難
謀
議
議
警
言
。
一

V
異
動
・
企
画
蔀
職
員
聾
付
主
幹

冬
一
泊
強
与
節
風
が
吹
く
と
き
は
、
一
白
た
め
か
、
二
日
に
一
件
白
ベ
ー
ス
で
一
聖
堂

τ行
〈
方
針
で
あ
る
。
一
ょ
う
仁
王
門
町
翼
轡
世
間
却
る
た
め
由
一
人
事
発
令
一
塁
一
一
一
(
駅
ピ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ

y

尚
早
百
四
が
非
常
に
乾
燥
し
、
異
常
乾
燥
注
一
す
玄

ι十
七
件
つ
一
月
四
羽
ま
で
〉
も
一
情
的
京
都
で
は
、
期
間
中
防
火
ポ
ス
一
変
盤
も
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
山
一
〉
一
二

u
p

一
主
幹
)
、
上
野
犠
一
(
農
業
蚕
員

薬
務
発
令
書
れ
る
。
一
発
生
し
て
い
る
。
主
な
康
包
帯
昆
で
み
一
タ
ー
や
立
看
板
白
掲
出
の
ほ
か
、
事
業
一
運
動
期
間
中
の
一
一
一
月
八
日
は
、
一
旦
弘
議
総
務
機
影
隊

a
p
氏
一
務
局
長
〉

浅
草
は
建
議
室
白
夜
裏
一
る
と
、
子
供
の
火
事
、
警
告
不
一
軍
人
の
出
入
り
す
吾
デ
パ
ー
ト
な
ど
石
防
庁
に
ミ
ス
七
夕
の
襲
撃
さ
ん
一
場
議
饗
議
輯
1
9
開
一
・
企
審
議
事
課
長
小
川

封
波
に
と
も
な
い
震
が
骸
シ
¥
異
常
一
葉
、
ふ
ろ
の
か
ら
た
章
、
義
己
白
石
ガ
ス
震
豊
富
聖
書
設
一
事
え
て
、
防
汽
パ
レ
ー
ド
き
っ
。
一
機
戸
線
建
議

i
一
(
金
書
襲
事
務
管
漂
担
当
歪
管

官
乾
壊
で
墜
一
霧
島
な
ど
の
道
官
一
投
げ
捨
て
、
マ
ッ
チ
の
不
始
末
な
と
一
備
の
維
持
襲
、
避
難
露
出
管
理
な
一
品
宣
言
、
午
横
二
時
一
一
一
事
長
ピ
ル
一

f
e
τ

…
一
・
企
襲
職
員
一
重
秋
山
濡
(
警

村
扱
い
が
増
r
え
て
い
る
乙
と
か
ら
火
災
の
一
ち
ょ
っ
と
し
た
喜
票
ら
発
生
し
て
ど
あ
妻
宅
行
え
ま
た
、
危
険
物
を
一
撃
ス
タ
ー
ト
し

τ、
審
車
争
中
一
〆
が
ど
タ
タ
二

~
4
J輔
繁
華
務
担
当
主
幹
〉

叫
品
発
盈
仲
散
が
増
加
与
て
い
る
。
…
い
る
も
の
ば
か
り
。
一
運
搬
す
る
タ
ン
ク
ロ
1
D
lや
神
章
一
央
地
下
道
入
口
ま
で
行
宮
、
東
醒
道
本
一
農
融
公
営
事
署
長
と
伊
藤
行
雄
了
雨
量
訳
ピ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

紅
草
一
年
聞
の
火
災
一
状
況
ま
て
み
一
己
れ
か
ら
も
異
常
乾
燥
が
続
〈
ょ
う
一
パ
ス
、
十
一
人
乗
り
以
上
の
マ
イ
ク
ロ
一
通
め
に
出
て
、
裏
面
駐
車
場
か
ら
一
審
玄
関
童
霊
所
長
室
事
る
た
め

τふ
蘇
出
縄
重
量
諜
戸
籍
・
住

由
一
る
と
、
七
十
九
件
発
症
し
て
お
り
、
建
一
な
の
で
次
の
点
者
守
台
、
十
分
火
の
取
一
パ
ス
な
ど
が
、
消
火
擦
な
ど
規
定
通
り
一
土
彊
行
前
ま
で
の
コ
1
ス
約
一
時
間
一
一
一
月
一
日
付
で
人
事
異
動
か
行
わ
れ
一
民
登
録
担
当
主
幹
〉

J

駒
火
器
五
十
件
、
車
両
火
災
九
件
、
百
数
い
に
議
し
て
い
た
苦
手
。
一
の
安
全
震
を
備
え
て
い
る
か
点
検
在
一
芸
春
、
、
ス
七
夕
の
一
日
間
襲
、
定
了
農
業
蚕
員
会
事
務
室
平
田
審

問
そ
の
他
が
一
一
十
宅
一
昨
年
よ
り
五
①
た
ぎ
の
眠
い
が
章
一
詩
捨
て
な
一
五
分
震
な
ど
器
開
偶
者
二
十
人
一
が
、
一
富
田
異
動
宅
、
秋
山
達
男
氏
高
一
(
霊
香
員
会
事
露
択
さ

る
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関
東
大
地
察
白
陣
酷
発
表
は
、
豊
田
凶
一
め
、
上
が
ら
需
主
て
く
る
ガ
ラ
ス
が
心
一
「
火
災
を
な
〈
す
た
め
、
外
出
す
る
と

ペ

事

の

石

井

忠

雄

さ

ん

が

「

あ

の

日

は

一

配

で

す

」

な

ど

質

問

語

い

次

い

だ

一

き

や

警

告

は

、

プ

ロ

パ

ン

完

セ

燥

暑

く

て

ほ

己

り

が

立

ち

、

一

番

氷

に

閤

一

話

心

古

い

は

、

京

と

火

災

い

を

出

吉

な

一

y
b
t
亜
局
し
め
て
ほ
し
い
。
モ
自
由
呂

乾

め

ま

し

た

。

ま

士

、

病

人

が

出

で

も

歌

一

い

た

め

の

初

期

間

火

、

情

報

白

伝

達

方

一

は

主

嘉

に

お

覇

い

し

た

い

」

と

持

議

ま
ぜ
る
謹
も
な
〈
、
砂
轄
ホ
を
散
ま
せ
一
法
な
ど
に
集
中
し
た
が
、
市
長
以
下
、
一
さ
れ
た
と
き
は
、
出
席
さ
れ
た
む
掃
人

τ過
と
し
た
こ
と
が
き
え
て
い
ま
す
。
一
市
の
環
事
者
が
説
院
を
し
た
。
一
方
か
ら
、
一
瞬
ど
よ
め
き
が
出
る
な
ど

そ
お
れ
に
、
朝
鮮
人
が
く
る
と
い
う
ヂ
マ
一
途
中
、
歯
車
田
平
等
寺
の
一
青
輔
さ
ん
が
一
な
む
や
か
な
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

d
Hれれ
れ
同
日
立
十
一
浜
岳
地
一
路
の
捷
一
一
一
一
一
一
問
者
募
集

の
話

K田
い
に
帯
り
、
議
開
平
等
寺
町
一
市
広
報
課
で
は
、
市
民
の
つ
ど
い
の
一
も
の
。
ぜ
ひ
、
み
な
苧
会
応
募
を
。

小
林
さ
ん
が
「
農
業
用
の
井
戸
水
炉
た
一
提
宣
言
者
聖
母
持
襲
レ
て
い
る
。
一
な
お
、
今
聞
は
、
一
一
一
月
二
十
八
月
ι

〈
さ
ん
あ
る
の
で
、
実
穆
を
は
握
し
て
一
己
の
つ
ど
い
は
、
参
加
害
れ
る
み
な
一
間
聞
か
れ
る
摂
語
地
区
役
万
。

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と
昼
間
一
さ
ん
が
お
互
い
仁
謡
え
口
い
を
進
め
て
一
希
望
者
は
二
一
一
月
十
日
ま
で
に
、
市

続
い
て
豊
田
本
郷
の
武
井
さ
ん
が
長
一
い
た
だ
く
も
の
な
の
で
、
事
レ
古
い
が
一
広
報
譲
「
平
協
平
一
警
歯
車
九
!
一

割
水
老
確
保
す
る
響
詩
の
紹
介
在
」
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一
ス
ム
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巳
ヲ
、
ょ
ラ
、
輔
副
知
L
発
表
広
報
課
市
民
自
つ
ど
い
保
」
へ
申
し
可

申
必
輔
の
鈴
木
さ
ん
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「
現
在
の
居
眠
は
一
し
て
い
蕊
ど
大
地
震
の
経
露
骨
と
包
一
み
を
。
な
お
、
住
所
、
民
名
、
年
齢
、

ガ
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が
た
く
さ
ん
使
用
し
て
あ
る
た
一
主
防
災
に
対
す
る
提
言
者
主
募
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す
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一
向
笠
自
の
一
記
夫
を
お
忘
れ
な
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を
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て

人

人

容

法

問

ず

し

て

の

制

制

等

施

路

し

つ

い

た

た

内

方

の

水

櫛

復

力

力

え

糧

鵡

悼

博

実

遂

と

一

3

つ
え
え
の
と

E
も

棋

連

聾

協

潟

い

輔

貴

勤

結

心

的

や

賓

オ

阿

武

山

出

品

に

答

答

い

間

流

す

散

の

災

応

古

な

に

、

劇

速

の

練

所

物

ジ

監

ク

匙

調
情
感
と
と
合
揚
舵
出
と
と
ら
的
な
ら
濁
水
、
の
時
罰
場
用
日
一
フ
日
時
ソ
糠
輯
間
重

刻

、

地

る

い

し

離

の

ち

糧

濃

か

櫨

ん

か

地

輯

急

報

警

難

難

離

帯

い

一

急

大
あ
な
誌
避
火
持
貴
賓
市
積
み
わ
大
敵
故
情
災
避
遊
避
揖
か
ロ
童
歌
枕
紫
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舘
乾
麟
織
に
ご

東
揮

の
つ
ど
い

「
一
地
鰻
防
災
ノ
私
た
ち
は
弱
者
ず
べ
き
か
」
宮
7
1
マ
に
、
第
一
自
白
は
土
沢
地
区
で
、
第
二
回
目
は
富
士
見
地
区

、
e

で
聞
い
た
「
ま
ち
づ
〈
り
市
民
の
つ
ど
い
}
は
、
新
年
を
通
5

え
て
、
沼
地
区
と
豊
百
地
区
宮
町
っ
た
。
服
地
区
は
、
人

L喝
県

警

主

白

で

ハ

ム

量

産

狭

い

と

二

月

二

十

四

日

相

小

学

校

高

か

れ

た

。

住

宅

地

域

の

た

め

か

、

事

中

京
、
医
薬
話
な
ど
不
忠
す
る
で
あ
否
物
資
に
、
不
安
な
心
を
訴
え
て
い
た
。
一
方
、
豊
田
地
区
は
、
農
村
地
境
の
た
め

十
四
歳
由
自
覚
と
立
志
を
一
番
う
「
揮
w

各
控
の
担
旗
入
場
か
ら
拍
ま
b
、
立
春
一
た
く
し
た
ち
の
緩
い
」
を
且
開
設
し
F、
一
か
貴
闘
噛
問
題
よ

P
も
、
プ
ロ
パ
ン
や
火
災
myj心
配
、
情
報
収
集
白
仕
方
な
ど
、
そ
の
地
域
的
特
融
を
出
し
て
い
た
。

持

作

者

一

品

一

日

現

諮

問

符

ん

詩

行

員

協

一

隣

り

近

所

の

つ

一

缶

詰

十

時

間

日

一

日

長

時

間

目

的

詩

今
年
立
春
式
空
通
え
た
中
学
生
は
一
二
や
す
〈
さ
れ
た
。
続
い
て
、
各
校
の
代
一
敦
子
さ
ん
で
「
立
葬
式
を
む
か
え
た
一
岩
崎
ら
、

z
k万
一
作
り
、
月
一
回
常
金
量
と
迫
撃
一
課
長
な
ど
が
答
言
え
た
。

一

一

一

E
語

、

し

沖

4
ノ
ト
匂
J

一

一

千
九
百
五
十
人
で
、
午
前
の
部
と
午
控
一
賓
が
壌
上
に
よ
が
り
、
青
蕃
期
に
向
か
一
今
、
私
た
書
は
悼
平
心
も
健
康
白
人
、
一

i

:

一
世
に
し
た
い
白
で
、
昔
。
審
訪
問
の
よ
一
軍
揖
に
市
長
が
、
「
ま
だ
自
主
訪
山

の
部
に
分
か
れ
て
話
実
語
、
一
つ
て
の
自
宅
置
任
務
控
訴
え
る
「
わ
一
勉
強
竺
住
懸
命
に
が
ん
ば
る
人
、
自
一
運
再
会
事
加
し
こ
う
な
住
震
に
霊
力
の
権
警
一
部
与
石
織
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
申

分
の
考
五
を
は
っ
き
り
い
え
る
人
、
相
一
怨
地
阪
は
、
)
月
二
十
四
日
午
桂
一
一
え
で
も
争
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
訴
一
る
ょ
っ
で
す
が
、
阜
〈
搾
っ
て
い
た
』

手
由
気
持
事
え
る
こ
と
の
で
き
る
混
一
票
島
容
器
育
館
高
か
れ
、
一
え
主
均
一
章
、
望
号
老
人
の
救
出
ゃ
、
火
事

m

か
い
心
の
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
一
平
会
書
記
名
れ
た
。
一
一
般
の
話
し
合
い
で
は
、
自
主
要
妄
最
小
限
に
く
い
と
め
る
た
め
由
初
期

私
ば
り
た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。
三
一
つ
ど
い
は
、
旭
豊
皇
室
雲
五
号
咋
っ
た
が
ど
の
き
に
取
り
組
一
費
、
避
難
方
法
な
と
管
近
所
で

わ
ら
甚
い
白
書
事
者
述
べ
た
。
一
一
副
金
長
比
企
野
茂
氏
の
司
会
で
一
巡
め
ら
一
ん
だ
ら
い
い
の
か
指
導
し
て
ほ
し
い
、
一
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

州
都
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
「
ピ
ュ

i
一
粍
ま
ず
、
万
田
の
小
皇
室
が
関
一
寝
た
き
り
の
者
人
の
救
出
方
法
は
、
部
一
ガ
ス
の
元
せ
ん

弐
が
テ
ィ
フ
ル
・
サ

y
デ
1
」
の
融
の
お
兄
一
東
大
地
鍵
の
陣
融
晶
家
控
杏
れ
た
。
一
震
用
プ
ー
ル
と
い
っ
て
も
揺
れ
て
中
一

調
引
き
ん
、
害
援
砲
さ
ん
が
帯
意
の
奪
一
小
島
氏
は
、
「
一
一
子
丹
ぐ
ら
い
揺
れ
一
安
が
な
く
な
表
選
、
葉
山
に
一
は
主
婦
の
投
目

臼
即
披
媛
、
会
場
者
綴
り
上
げ
炉
、
一
た
と
鳳
っ
た
が
、
実
際
は
一
丹
位
で
し
一
か
か
っ
て
い
る
橋
は
帯
ち
な
い
か
、
超
一
奪
回
地
区
は
白
人
が
静
加

科
目
な
お
、
立
春
式
は
、
来
車
度
か
ら
は
一
た
。
大
地
鰻
官
笠
通
じ
て
気
づ
い
た
ζ
と
一
地
盛
は
内
料
の
開
業
医
が
多
い
の
で
、
一
護
団
地
区
は
、
…
月
三
十
一
日
日
昼
出

2
私
生
捷
増
に
よ
D
A
出
溺
に
収
裂
で
昔
な
い
一
は
一
番
先
じ
火
の
始
末
、
そ
れ
も
は
っ
一
タ
ガ
人
が
出
た
ら
ど
空
つ
し
た
ら
よ
い
か
一
公
民
描
で
行
わ
れ
た
。
五
十
五
人
の
書

帯
の
理
一
由
か
ら
、
各
暴
校
む
と
に
「
立
一
て
捗
く
こ
と
。
そ
し
て
隣
り
近
午
前
と
憲
一
な
ど
、
身
近
に
追
っ
た
具
悼
的
な
閏
間
一
加
の
も
主
L
、
援
団
地
区
連
鰯
協
語
会

志
式
」
と
L
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
一
棋
の
よ
う
な
っ
量
あ
い
が
必
要
で
す
一
一
が
続
い
た
。
一
会
長
の
議
島
勝
氏
の
司
会
で
、
市
民
自

な

っ

て

い

る

。

一

と

謡

さ

h
た

。

…

ζ
れ
ら
の
提
言
や
間
闘
に
つ
い
て
一
つ
ど
い
が
進
め
ら
れ
た
。

市

民

格

競

塗

お

こ

こ

内

線

二

九

三

O
A糧
法
樺
栂
談
「
2
月
口
臼
(
火
〉
、
3
月
3
日
〈
火
)

〈
〉
行
繋
由
情
摺
磁
路
時
5
日開時

。
一
一
間
法
樟
椙
髄

3
月
5
日
〈
木
〉
、

3
舟
ぬ
臼
〈
火
)

予
約
制
〈
電
話
で
も
可
〉
、
日
同
時
l
刊即時

〈
〉
宅
地
建
物
招
議

Z
月
同
日
〈
市

o
n時
i
謁
時

予
約
制
〈
電
話
で
あ
脅
〉

。
澄
忍
相
談

3
角
羽
白
(
金
〉
、
刊
日
時

i
m陣

。
住
割
増
設
2
月
幻
自
(
火
〉
、
日
時
5
m時

。
下
輯
取
引
巡
鹿
島
っ
せ
九
掲
談

2
月
間
四
日
〈
金
〉
ね
時
間
刊
分

1
M時

。
定
例
牢
金
稽
談
3
月
ロ
日
(
木
〉

9
時
初
分
j
m
時

。
一
般
市
農
相
談
毎
週
汚
水
木
金
輯
庁
、

9
時
5
m時

。
消
費
生
活
相
談
躍
週
水
曜
日
、
叩
時
1
お
時

ウ
発
明
考
案
特
許
拍
相
談

3
月
9
B
ハ
月
〉
叩
時
1
お
時

お気軽にご利用を
青
少
年
諜
匁

i
一
一
一
一
内
線
五
六

0

0
腎
少
牢
棺
談
毎
日

(
9時
一
i
訪
持
制
山
分
〉

た
苦
レ
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福
祉
会
館
お
!
こ
=
一
一
-
一
三

。
心
配
ご
と
相
談
鮭
週
月
闇
臼
凸
第
五
を
徐
〈
U
U
時
i
お
陣

。
母
子
相
談
侵
濁
月
1
金
曜
包
9
時
5
時
停
泊
分

。
富
鹿
児
窺
招
談
毎
週
月
i
金
曜
百
9
時
1
随
時

。
高
齢
者
磯
韓
剖
相
談
毎
日
9
時閉山八万
5
m時

土
曜
日
は
也
扇
町
ま
で

借
用
市
品
開
問
問
相
談

2
丹市副臼、

3
月
6
日
〈
金
〉

お
時
i
羽
時

平
塩
崩
駅
北
口
布
{
番
前
八
ス
の
中
で
相
談
を
帯
由
U
る。



描
い
た
戸
高
}
た
い
。
一
暢
学
旅
行
費
、
①
選
定
代
、
@
握
揮
賢
一
合
は
抽
せ
ん
と
す
る
。
な
お
、
申
し
込
一
る
。

ぺ
l
i
i
}
1
1
}
l，
一
一
な
ど
e

一
一
世
帯
一
か
所
の
菜
歯
に
限
一

一

就

学

の

援

助

二

た

だ

し

、

援

助

で

き

る

室

長

制

一

一

l
i
t
i
-
-
(
1
1
1

一
限
が
あ
D
、
謹
庭
の
人
数
や
ま
齢
構
成
一

入

学

さ

れ

て

学

用

品

や

粕

賞

品

開

な

ど

一

一

就
学
に
必
要
な
経
費
の
支
払
い
が
、
経
一
に
応
じ
た
一
定
め
経
曜
日
目
別
基
準
が
あ
る
一
一

関
的
に
困
難
な
憲
容
1
b
f
白
費
用
品
グ
袋
一
の
で
、
学
校
か
教
育
委
員
会
学
務
課
一

助
ず
る
制
度
が
あ
る
E

一
(
護
世
間
中
i
一
一
一
一
肉
親
五
一
一

O
)

撞
叫
則
さ
れ
る
も
の
は
、
①
学
問
品
、
一
へ
円
」
相
誌
を
。

②
入
学
用
学
用
品
費
、
③
給
食
費
、
@
一

昭和56年2f'l15臼

マ
脅
か
ら
新
む
く
小
学
校
へ
入
学
す
る
震
を
持
つ
霊
で
は
、
健
康
の
こ
と
を
は
じ
め
、
主
〈
警
告
を
送
れ
る
だ
る
う
か
、
友
達
は
ム

マ
雪
量
る
だ
ろ
?
か
、
突
通
事
故
に
あ
わ
な
い
だ
ろ
う
か
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
ー
ん
u
記
の
た
ね
が
つ
苦
な
い
と
患
う
。
そ
ζ
で
入
学
す
る
に
あ
た
ム

マ
っ
て
、
お
母
苧
ん
方
仁
誌
を
つ
け
て
い
た
戸
高
。
た
い
心
揮
の
い
〈
っ
か
を
む
紹
介
」
φ
う
。
な
お
、
今
年
入
学
す
る
児
童
は
市
内
だ
約
四
千
人
と
ム

マ

'

な

っ

て

い

る

。

ム

駅東開の地下道は必ず自転車をおりて

詰!?彊ii i ji i長
車事た育審いに更。台東の

新雪量253ぎを号室?
会翌日書言。ぞム三五号昔

話iZ余計量き守
i 主 i~ 蓋主討会員

き 2月21B (土〕
午撞 1 時30分~4時まで

。ところ 布教育会館 3 階大ホー)~
E市役所北側〉

。テーマ 国賠舞台t;、け晶る書記
私も英議が話せなった

講師 サイマノレ・インターナショナノレ社長
村松増莞E玉

・問い合せ市秘書課 C電話23--1111)か
県I'!il際交流課〈電話倒5-201-
1111)へ。

来なお、梧議される方は、 E室接会場へお出か
けを。入場無輯。ただし、先着 150人まで。

き2月18日(氷〉
午後1時-3時3自分

く〉ところ崇善公毘館

き 2月28日〈土〉
午後1時-3時3自分

。ところ須賀公毘館
担当市広報輯広務穏当

ごみの出し方とマナー
⑧ごみは収集自の早朝より午前B時

30分までに
収聾日且伊Hまださないで〈ださい。

⑧ごみ集積所はごみ捨て場ではない

となり近所で注意しあいましょう。

⑨ごみ集積所{こ菌したご家庭のこと

も考えて

世い環境づ〈診は1人 1人の心からは巴ま
Dます.

拠

出

「
畿
管
.
丸
一

「

¥
T
魂
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川
竹
広
一



三日H32322警護
521i iiiii iia 
主語菱重。五警夏主主足警
。のや善 き染くい掃ジ在

日泣き言iそ22守
宅52話 謹合言語草 ζ室

5T害き5号室塁芸品32宣言持票55
4;52 i i1i12113112iiT 
丈君主喜宍ZiiE守竺ぞ豪雪注季き警雪号
媛、、明石ケの、組?ろいとし.uよ 4 しよ
る石粉洗け l よ出み笠ま z て Y k:守じ-c:e 

山は1.4∞人一万台管加して護大付れた iiiii13ii;1i;:住長
ア青木十 ウ詩コが りしつ轄で地も :昌けガくる な

重要量与三号ち主主主ド;宅宇章 受議畿 一組 52霊会計
制 h つ縞ニま C1" く円て目、、採 び滋線鶴融緩献 サ 藷ヰ喜 四先癌 V[; (ザ

… ムiiH11日，日;三軒学 di宣言Hif
裏話山富55t自己号室2222き竺警議ZHPgz
i撃詰fiiHHiF222議事 ??;izzf
ii;;;G 55iiiiiiii話iiiizIiiii暴自信託
府民?勢ミ:主主主22言語hf雪E苦章受きUj家慌てま明日
空手持 Zカ 124EMZM日比三吉刊ド主主 3議 円heR215j } 計委5起き;日号語持ゴ警察:三? ! 2553 
♂雲足時いJ E長宗室主義 官憲司三ぞだ 煙率塁率 喜多義宗 い-Y E審会室

ド離私 ii::2rdFiiziiiii討議議訂iiz-鰭 it!?22dilを1121
誌〆 ケ理江HUz芸;をふ持毛22tiEfrLUJパ222S奈;史空手長室詰日目詰雪pz
iiむ日;iHiiiiiiij総 ;ijiiJ;iiiiii出 iii
詰響襲安 Hh宅手日室長勺3Zh鵠欝F 交者顎今込 2522望喜美智部品ド
iiiiiizihiU1長!iiU1i25115hiffiihEi呆iiiiii;fia信組
jilliijil!i;i:iZ7Rijiiijj!;;iiii;iiiiip;jii;!1iBiijiii 
iii;!?;計iTLJ111;i1ii iiiH1iiiFじては五 33ii受注i
iEiE25時三議畿品室長 堅持23U日542議議議諸経最 長ん宅室長5323
3E3222民議理炉問書「よ 2iriii;iiiRi轟盟七短時「翠22u、室。
jiii2Hii慾議!1i!?iぞiii11iH行機議輸出同町同時
hiiifi警欝321Ai!?計量民主主行議欝AiiヂiiiEis 
与を当時計霊2822ziき~土 V i目立霊長主主君!?戸予言語記者告訴ま暗示ii
践 Zrii担保ifiE13i?;玄 1GfH;125舟 U24iii2腎hて
iif;izi;iiiifliii!!?iHiiiiiGiiii!iiiiiE!?守官
告示 EEぶ護老三宮定。事産管雲 渋語学乏な九羽 主主:塁。奇主語宣言量。ま時

議移動

「
新
春
恒
例
の
「
新
年
婦
人
の
つ
ど
い
」
が
一
月
二
十
日
市
民
セ
Y
タ

i
で
関
か
れ
た
。
今
年
で
こ

十
八
四
百
合
迎
え
た
こ
の
つ
ど
い
は
、
「
婦
人
の
特
性
を
生
か
し
、
私
た
ち
の
カ
を
あ
わ
せ
、
社
会

の
た
め
に
役
立
て
よ
う
」
を
主
同
胞
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
会
場
に
は
市
内
の
婦
人
団
体
を
は
じ
め
、

幼
・
小
・
中
学
校
P
T
A
A、
母
親
ク
ラ
ブ
、
生
活
学
校
な
ど
の
各
閉
山
体
千
四
百
人
が
つ
め
か
け
た
。

今
年
の
婦
人
の
主
張
は
間
体
代
表
六
名
、
一
般
公
募
代
表
一
名
が
、
今
ま
で
の
生
活
体
験
の
中
で
患

っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
か
ら
、
現
在
直
一
郎
す
る
諮
問
題
解
決
の
た
め
に
、
婦
人
の
カ
を
結
束
し
よ
う

と
、
意
見
発
表
し
た
。
こ
の
あ
と
、
み
ん
な
で
う
た
お
う
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
で
、
子
供
の

こ
ろ
の
歌
や
歌
謡
耐
闘
を
合
唱
し
た
。
最
後
は
、
こ
の
毘
初
め
て
と
い
う
ス
i
ツ
を
身
に
(

家
、
綾
瀬
子
さ
ん
の
男
女
差
別
撤
廃
運
動
の
体
験
を
ま
じ
与
え
た
「
女
性
の
新
し
い
展
望
」

講
演
に
閤
聞
き
入
っ
て
い
た
。
?
」
こ
に
掲
載
し
た
も
の
は
主
張
の
安
定
〉

'¥ 

日(
出吊

潟ナ#
eつ岩場平壇沖

替方自料 3，000円CiBIt)
包競技方法砦 1 輩、針 2本まで。おも!J I0号~15号

えさ自由 E事加者用意〉

く〉高詳し込み 次在釣宿5軒ヘ直接または電車若者。

害事築丸 驚草話 22ーお52
・重量指丸 22-5956 
・桟八丸 タ 21-D904 
Et冶郎丸ク 21-1312 
'E!三三郎丸 ρ 21-1012 

荒天2告白。と
a 綾投時間しか

く〉とさ 3湾怒〈劉〉
雨天白場合は3PJ29印こ股延
4>議合平塚訳北口静岡銀行前午前9醍問。分。

平塚駅 11<1:神社一試醤寺一馬入自渡し
跡蓬光育ちょんまげ塚一平塚八幡宮

ー海軍火薬類白鄭碑光寺一平誼宿見

~fJの跡〈解散〉

。申し込み 2 ;'=]28日〈士一〉午煎中までに、主士会教
音響翠文化財保護係へ鐙誌で申し込む。ただし、先

蕃50入。電話 内鶴528

く〉持重参するもの 弁当、水潟、ピニー/レ穀物

一



説草韓ひ 1

昭
和
r辛
六
時
度
額
定
資
産
税
苧
よ
一
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土
濯
自
は
十
一
ご
マ
署
交
的
申
し
出
縦
覧
の
結
果
、

び
懇
市
計
盤
割
田
課
税
由
碁
礎
と
な
る
一
時
一
一
平
分
ま
号
。
一
説
台
犠
に
登
鍾
さ
玩
た
事
雨
明
に
T

土
地
、
軍
一
盤
、
償
却
由
民
議
白
一
月
一
白
一

vm日
闇
臼

(
3
月
1
白
左
肩
む
〉
は
行
一
あ
る
と
喜
ば
、
一
一
一
月
一
日
か
ら
一

涜
極
的
癌
掲
導
者
決
定
し
、
鹿
定
資
箆
一
わ
な
い
。
一
ま
で
に
、
平
田
曜
市
画
定
費
麓
静
岡

察
税
台
輯
に
登
議
ど
あ
有
地
方
朝
一
マ
縦
艇
場
所
前
世
所
買
渡
税
謀
(
窓
一
品
に
審
査
の
申
し
出
が
で
き
る
。

法
由
定
め
る
と
ζ
ろ

に

よ

幻

、

鹿

掃

者

一

口

六

番

〉

一

な

お

、

縦

覧

に

つ

い

て

詳

r曲
に
縦
覧
託
行
う
の
を
、
お
間
違
い
由
な
一
円
V
縦
覧
壱
き
る
人
資
産
自
所
有
者
お
一
は
、
買
謹
租
課
償
却
資
産
孫

い
よ
う
に
お
で
か
立
を
。
一
よ
ぴ
間
窟
の
四
明
記
服
、
約
現
誉
理
人
、
法
一

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
〉

守
縦
覧
期
隠

3
克
1
日
か
島
お
日
ま
一
定
代
理
人
、
所
有
者
白
垂
佳
ま
た
は
陪
一
向
者
。

で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
控
一
意
を
揮
た
八
-
一

地
域
。
つ
く
り
課
へ
申
し
込
み

家
計
を
請
か
D
家
事
白
プ
ロ
で
あ
る
い
な
い
方
。

金
主
帯
用
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
開
費
生
活
に
マ
募
集
人
員
一
一
一
十
人

事
開
閉
す
る
む
意
見
・
む
要
望
を
お
翻
意
し
門
v
怯
雨
明
期
間

4
月
か
ら
何
引
車
3
員。

↓
市
民
事
費
生
活
白
安
定
向
上
fgは
か
マ
仕
事
由
内
容
①
ア
ン
ケ
ー
ト
に
口

タ
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
六
年
度
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伎忍表示広域iこ新築改築される方

。申請書材市民課管理霊係に用意してある@

。申請書〈住居番号持番申請書〉在市民誌怒

口に提出する。

0住居番培は「住所Jと名のつくすべてのも

のに使用される大切なもの。

2月は小田原の辻村長量感方面へ観梅に行く

ことにたEりました。多数ご参加下さい。

。期日 2月22日(日〉雨天中止
く〉集会場所平塚駅出札所付近S待30分

。コース平塚一小ヨヨ原駅荻漣市方神社辻村

量発騒 /J、轟公E菌 ノh出原駅一平壇釈

演持妥参ずるもの 弁当、水筒、交遊費約 8∞円
・問い合わせ 見的台体育館肉体膏練費霊緩31-3f喝。
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軟 中村真一部

おはよう妖怪たち 都筑遥E是
ウィタ・ 7oノニョアDス

安問軍太部

量聖典甲胃記 揮沼ふ巴子

メタ・カのいる111 荒垣 秀雄

杖の夢 江開滋

頴E置の泉アーす」・ c.クラーク
徴笑使 容111 -郎
補正行①~③ 思中盤賢

クトクノレ H'P・ラグクラフト
程本苑子の京都 革本苑子

主主島墓地脱出 コ.!J~ノ・ 7 才」アス

雪から花へ 天沢返ニ部

百人一首故事物語 池田弥三郎

高校野猿殺人事件 中間了 信

1III!IlilllHlIIIII 輩躍・生滋1!1111!I!lIIIHIIIl!

棋理上手で貴べ上手 轟須滋部

よい歯つよい歯 出口 輔

子どもに悼力をつける京

!N華靖子
勧告さiJ''Oの健康軍需:本務丹俊ー

みんなでたのしむ折白紙あそび
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東金田公民館は、 12月に開催した白
で今屈はお休み。須賀公民館は、都

合により今回]は中江。

開館時聞は各公民館により多少違

うが、おおむね1日時から午後4時ま
でとなっている。
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白いぐるみ赤ちゃん

111111111川崎味合隣制学・その4也市1!I!IIHlIIH
ウルトラおじさん酒張る 山11静夫
レーガン戦略と日本の破局

間久探忠南

や告ものの秘密となぞ回薗件費決

おんな三代 小林初枝

惑の政治学 窓伏哲郎

政治家になるには 大久時沼三

わが教育愛 三好京三

大相撲ぱなし 新山哲十何

く1月16日混在購入したもの〉

」んJが畠る。 160帯あ担、使用禁μま午前9∞
丹、午後1.400問、全日2.3∞円である。 1時
事務室で申し込みを。営利や宣伝のための使

用はで宮ないのでな芭惑を。

他に2衡に個人潟のレコ」択の試轄の設備
があ'0、2階カクY占ーに申し込めば制照で
きる。

合体書官毘毎週月瞳日 汚荒仁2月28臼〉
祝尽亡3月21臼〉
会節感揖 平254浅償問J12-41費量癒31-Q415

商活経営セミナー開く

く〉とき 2月16日〈月〉午後13時30骨~

く〉場所平理商工合議所第2全議室

。テーマ経営の麗念

。講翻揖式会社有隣堂社長松信泰輔民

・問い合わせ商工諜商業時:電話23-1111)

「葉っぱのゆDかむj カラー 9分。 r小
111でみつけたメダカや/;i'yゴロ}たちJ カ
ラ- 21分。
「葉っぱのゆDかむJ 小さなからだの符
梧もの木の曜を上手に考委いてその中に卵在住

むオトシブミ。自然のいとなみのふし古語、

いのちの大切吉、知惑のすばらしさを描〈。

-対象一般成人男女0

・書加費 1人 500F弓
'申し込み 2 Yl20日までに往復はがきで博
物態へ。

官博物瞳平254浅慣習T12-411韓額33-5111

台数養鶏E華
今在生きぬくた島由ナウな感覚由勢宜とは

ラジオをi車巴て語'0合った受験生とのふれ
あい、また、チャDティ譲視で活躍した曹時

ボランティアの語しなど、黒部約棒融を交え

ながら著者に話しかける背年論。

-と吉 2月25日(Jj()午後6時30骨~
・講節 ニフポY放送アナタジサ一 軍隷襲安
弘民

・対韓表幹Fベ50.人
官休盟自 韮亘車月曜日

・智世年書館干254浅間前12-41
寝霊感32-7政務

カ上手な邪j潟のしかた

、顕著書摺施設のいろいろ、

読書金聖書祭きたい時など虫績に霊園ったζ と

はないだろうか。そむような時、 2瞥にある
「談話護Jのな利用在。談軍空室は12名入れ使
用料は無軒。 2階カクンタ}で申し込みをa

テ}マ男日に集中して研究したい時などは、

3階に「特問締呼控室Jがある。 4席あ缶、使
用輯は 181席につき 2∞円。 3留の番考察
で申し込みを.

また狭溜品等集金行事の金援として、 「ホ

背骨尭E盟会
。3月 8日仁田) 10時、 14時
「青春の畿顕U カラー 1時間23分神代

萩原健一・ jj!;j吋唱b主演
・持たい軍軍独感・荒々しい蕪爆・青

春とは何.1J'。石'111違主張言作の狭翻化。

会こども挟鐙会

。3月15自 C自) 10時、 14時
「のはらへ行ってみようJ カラー 15分q

名 厨鑑賞

。とき 2月24日(火〕
午控5時45分~8時3 日分

。ところ勤労会館大会議5室

。上映作品「家族」

E霊督 LU国津次

出演倍償千恵子、笠智衆

井111比佐志、前田時

・他こ「日本人の富士jを上映

。申し込み 2月22日亡日〉ま百に

習法主会館へ雲軍吉舌で申し込みを。

官軍話 32-3355 

会特別展「開花織の外人」媛

著ま宋よ'0拐措こかけて神葺を11時を中心に活
弱し鉄道、通信、医瞳など、自主の近代化に

寄与した外留人とモの事績を、牢真、通量物、

文献等をもって紹介する。

・期間 2月17日仁氏)~2 月22日〈日コ
ー金湯特毘出聾示室主入湯無軒

*2月のプラネタ 1)ウム
投影テーマ「自本の童書J一一一
毎日む暮らしにカレYダーは、時計ととも

にかかすζ と白できないものだった。 ζ由磨

と呼んでいるものを、昔、日本ではどのよう

にして陪b、使われてきたのだろうか。

*墨を見る会「月をJlょうJ
審自主Eに輝〈月齢8の半月を観揮するg
-日時 3 汚 14 白〈土〉午佳 5 時~7時

・申し込み 3Yl4日までに往復はがきで博
駒錯へ。多い場合は描甘んで30人

交際器を作ろう

一一体験学習シリーズ恥51一一
ー期日 3 月 3 日 ~6 臼までの 4 日開。

・定員 30人。幸いときは抱ぜん



麹接種方法個別接種。原貝日として

さE治盟主で受ける。
盤掛金無軒

醸持番ずるもの母子健康苧様、保

険証。

午後1時暗から3時まで，出印の
虫撞批午後2時から3時まで.

t一一一保健所だよ哲一一、J
磁平軍需韓所〈宮軍縮32-<Jt30) ) 
母子瞳鹿苧曜をお持ちください。!

繍場所平壇保鍵所

閣時間午後1時-2時

[3iJ、児1
3月 68 55年l!月 1尽-10日生
3月13日 55卑11月11臼-20日主主
3月初日 55年11月21臼-30白星三
[ 3離党]
3Yl5日 53埠1!守 1臼-10日生
3月19日 53年 1月11臼-20日生
3月26行 53年 1月21日-31臼生

理署1歳までの赤ちゃんならどなた
でも受けられる。時羽は9時刻分か
白10時3日分、母子健農事娠を持参a
2 Yl19日 豊田公民吉宮
2刃24目 先且公民館
3月5日吉沢公民館
3月 98 市役所B会議室
3月12臼 金自公民館

3月中に81J明から潟1識になる
1お子さんを対象に関〈。

顔対象者接種当日に稿12か月を経 1
i鋼会場早器保健所

過して72か月未満の乳児。主主按18か i く
1麹日時 3月訪日 午桂1時半から(丹から36か月の聞に受けるのが一番 i~"'~ O'HOW  '~.~'~"'~! 
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方

ι ~~汚i官ZEioえきさ怯安:S;;;:;5;i主主l立
>tc <や r逗ま，!"iI'e;;;;C'L';'s 骨法弘公的

tQちゃん 摂 室町人い誌
13 関西ベイy 与総ど数- み ふ

〉山口慎太郎さん綴潮騒酒器躍盤覇輯醗襲職

5ん (22歳〉の長 繊遜磁器顕醸韻欝趨盤麗磁路灘櫨磁器
で体重量7，9増、主奪 還議瀦錨顕蝦欝緊建襲援態蕩櫨磁器翻穣1

2月 6日生まれ。 議議議輯瞳盟瞳堅議議選輯輯爆撃謡護華麗覇窓辺i

に行った臼はか議議歯麗際欝饗懇愛媛議議議毅蹟癒欝額出

ぜエぜコ二つらそ 委譲麓麓談議議饗鶏議議議議綴緩畿議覇路鶴自

L笑って〈れた。 繍温暖畿 接関警察察脚議額r"

ミ〈寝るよい子で緩額際畿ゑ議議ふぷ齢み議ず¥ゑ

とうだ。先日パパ ιJ守護饗議議議滋説経緩議議毅震F
ボクリングに行っ ムギ鰭緩緩譲渡毅義務醤畿議議怒るふ匹

、でスヤスヤ。 議藤安主義畿議鐘綴磯懇堅議議鶏議総i

J 

1<募集>i音色皇室賠首謀ぷ霊室主主主義Z主主;
}を書いてお出しください。対象は1年未満白赤ちゃんです。応算されたi
eはカ Pきは、毎月20日 (20日開閉まで〉に締切D、翌月の広報紙に掲載し i
j ます。揖載した罪ちゃんには、記書世事真と掲載広報紙10部を蓋しあげま!
: :9. く今月の応募者は20人でした〉
;軍事あて先・平254浅眉留J9謡 1号・串壇市広報謀部ちゃん募集恥 j 

3 Yl13日 大野公民館、同豊田公民!磁受持時間午後 1時-2時
館、市民センタ-繍時書するも由母子健蔵手帳、軍

3月20日保鍵セYター 記用具、長王子鑓躍苧懐毘j冊

協議齢議事蓄し 2即町臼 5叩4押叩年判……8問叩汚m朋2幻一1
le芯"羽罫E詰潟苦 7芯邑j孟司Hr伐f荘当う停争 3月 38 5臼4年 9月 1日-10日生
?河舟H 、"'VJ-1νV砕胡え仏み号， 3月10日 5臼4年 9月1口1日-20日主生主

麹金湯楳鍵センタ一

毎月実施している。受けやすい会

場で受けていただきたい。

豊富第I期 3密受廿る
・封書良 2歳(24カミ月〉から4綾 (48
か月〉までの幼児。なお、接韓関陪請

は 2邸 3自とも 3i盟聞から8週間。
翻揮2期 1回受廿る
・対富良 揮 I期白3回13;"終わって

から1年以上1年 6か月以内の期間
に受ける。なお、揮1期を串めに受
けて、第2耳耳もなるべく 4歳までに
終了するようにしていただきたい。

[ 2月1
25日 中原公民館、金呂公民館、
民間崎公民館

26日 神田公民館、斑誠島公民館、
高金田公民館

27日保健セyタ}、健探虫館

く鞭いましょ
￠署桜.>fD~霊聾材料などは出古ない

宅地内や庖内に整獲して重量いていただき

滋路は認し〈使って〈ださい。

②商品や包装がらをと経さない

揖道にはみ出していると、揖行者の通行

に支1簡を昔たす白で掃をつけて下さい。
費化のE苦からも問題があEフまず。

@建範工事などで占用するとき

事前に欝携と市役所に手続きをとlJ、許

可を帯てから行って下さい包

@縫フ食中生けがきのXIJり込みを
庭木や主EI:l，引きが由ぴて交通の見通しを

慈〈していると己ろがあります。大きな

事故の際関となるので、メIjlJ込みを励行

して下さい。
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思
っ
て
い
る
の
を
見

か
け
た
ら
、
そ
の
人
が
向
を
し
て

伊
U
い
か
聞
〈
乙
と
が
大
説
。
ひ

と
り
よ
が
り
で
苧
を
出
す
の
は
、

親
切
で
な
く
、
お
せ
っ
か
い
仁
な

マ
障
醤
者
に
対
ず
る
お
手
伝
い
は
る
。

人
間
聞
と
し
て
当
然
。
む
〈
自
然
な
マ
障
害
雲
を
特
銅
視
し
た
D
、
無

気
持
ち
で
、
お
手
伝
い
を
。
賭
力
扱
い
を
じ
な
い
こ
と
が
障
害

マ
人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
が
千
差
万
に
対
ム
玄
関
も
一
理
解
あ
る
盟
長
。

別
で
あ
る
よ
吉
に
、
障
警
者
も
ひ
同
情
に
も
と
づ
く
言
語
は
樫
え
回

と
の
J

ひ
と
D
違
う
。
ひ
と
り
ひ
と
に
。

翻対韓溺3か月を経過して4麓宋
揮者でBCG接種を 1回も受けてい
ない乳幼児。

豊富ツベルクリン接種

3Yl4自 旭公民館、京中央農協土
沢支所、構内団地集会場

3J'l11臼 大野公民館、出豊田公民
館、市民セン次}

3月18日保鍵セYター
重量判定日 (BCG接種〉
3月6日 旭公民館、民中央農協土

沢支所、横内団地集会場

。とき 3月8日〈日〉
開講 t2i時30分

。会場市~izン亨ーホー)~
出入湯桶望者は、市民セyター

事務局で欝壊罪を配布している.鶴盤韓関
出潤個体撰蕎小:PTAコーラス、高村1沼地コ}ラス部、平袋む自重量合唱問、ボア・コロ

ンブ女声合喝回、花水エコー告喝部、平揖少年少女合唱缶、道和コーラス、ふじみの

コ}ラス、コーノレグ'}ーン、金田フラヲーコ}ラス、平壇苦草間合唱団、金目小コーノレ

マミ」、まどかコーラス、平場労音合唱也、草在昔、フラグ…コーノレ、コーノレミューぜ

y、コールカノジ

主輔市民tンター事務燭寝童話 32-2235怒当建設管理課
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J
G青
年
の
船
白
血
再
開
募
集
を
行

っ
て
い
る
。

ζ
由
肌
臨
む
目
的
は
、
自
主
の
青
年

男
女
時
国
際
的
な
感
覚
と
視
野
を
広

め
て
も
ゑ
相
う
と
E
い
う
も
の
。

マ
期
潤

5
月
間
5
1
m副司

7
航
路
構
終
よ
香
港
(
一
泊
)
i

世
帯
隆
ハ
合
糟
一
治
〉
揖
慎

マ
締
め
切
D

3
舟
路
日

マ
愛
用
+
九
万
九
千
円

守
対
最
初
議
3
m却
損
ま
で
由
男
立

マ
申
し
込
み
帯
日
沼
ゴ
C
胃
E
V
の

給
特
別
表
員
会
運
嘗
委
員
戸
境
保

(
平
車
市
磁
石
町
ぬ
1
3電
語

n
i

O
一一
O
回
)
へ
。

県
立
平
塚
商
業
高
校
で
は
、
昭
和

広
十
六
年
度
白
定
腰
掛
ま
捷
者
募
集

し
て
い
る
。
本
年
度
中
学
校
在
卒
業

予
定
白
方
、
ま
令
/
い
す
で
に
革
業
し
て

い
る
方
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
牟
齢
は

間
わ
な
い
。

マ
普
通
料
開
口
十
入

門

v
酒
業
掛
八
十
人

円

v
内
容
普
通
斜
、
商
業
斜
と
も
に

二
年
聞
は
、
間
一
教
訓
桝
を
学
一
脅
す

る
。
計
算
詫
務
、
商
業
講
話
、
商
業

一
般
な
ど
。

一
一
容
か
ら
専
門
教
訓
桝
に
分
か
れ

る
。
商
業
掛
で
は
、
英
文
、
和
文
タ

イ
プ
検
定
、
諜
算
、
揮
記
検
定
に
よ

る
各
腫
資
格
が
習
揮
で
き
る
。

マ
葬
器
、
期
間

3
月
9
g
i訪
日

マ
学
力
検
査
、
面
接

3
月
初
日

詳
し
い
こ
と
は
、
平
一
塚
商
業
高
校

(
竜
話
出
一
芸
、
九
五
)
へ
。

三
月
一
一
一
日
の
耳
白
日
に
ち
な
ん
で

補
聴
器
白
調
整
ム
悟
盟
、
補
聴
器
白

装
善
指
導
等
の
補
聴
器
相
談
会
主
行

う
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
を
。

マ
日
時

1
A
3日
(
火
〉
午
後
一

時
1
一
ニ
時
一
一
一
十
分
ま
で
。

マ
場
所
平
塚
市
自
由
社
会
開
判
定
笠

た
だ
し
、
医
学
的
諮
掛
は
行
わ
な

い
。
詳
し
い
ζ
と
は
、
市
福
祉
謀
強

生
福
祉
関
(
電
話
お
…
一
一
一
内

踊
ニ
ニ
一
〉
へ
。

ろ
う
あ
暑
の
福
祉
白
増
滋
と
手
話

通
訳
奉
仕
者
の
盤
崩
舟
」
図
的
に
、
今

年
度
二
回
め
の
手
話
講
同
自
由
吉
次
む

と
お
り
開
く
。

マ
と
苦

2
月
白
目
、
閉
山
白
、

3
月

3
日、

6
白
、
問
目
、
日
言
、
げ
日

初
日
以
T
L
X
E
問
。
午
後
六
時
か
ら

八
時
ま
で
。

マ
と
己
ろ
市
位
一
前
C
会
議
事
一

マ
畳
議
資
格
市
出
り
L
居
住
ま
た
は

通
勤
し
で
い
る
方
。

マ
申
し
込
み
電
話
回
で
一
福
祉
課
更
生

福
祉
係
ま
で
。
瞳
語
幻
一
一
一
一

し
た
。
間
む
よ
う
な
本
を
最
近
よ
く

毘
か
け
ま
す
。
町
ぐ
る
み
大
清
掃
の

と
き
透
訴
の
量
勉
号
、
子
供
会
の

間
開
高
出
凶
収
の
な
か
で
、
ま
た
「
校
庭

白
ず
み
に
夢
。
て
い
た
」
、
「
中
学

生
が
ま
わ
レ
読
み
炉
、
い
る
よ
う

だ
」
な
ど
、
と
い
主
諮
問
も
商
品
可
乞
ま
し

た
。
大
へ
か
見
て
も
び
っ
く
b
ず
る

よ
う
な
丙
詳
の
本
が
、
子
供
た
ち
の

自
に
声
ち
事
れ
て
い
る
と
い
う
ζ

と

は

、

青

少

年

の

性

的

感

動

を

い

ち

じ

動

販

完

槌

に

つ

い

て

は

、

そ

の

ヱ

地

に
、
強
い
泊
四
百
と
木
安
在
感
じ
ま
る
し
〈
刺
激
す
る
も
の
と
、
粗
暴
を
の
提
齢
者
、
設
震
管
理
者
へ
内
容
の

す

。

助

長

す

る

と

思

わ

れ

る

出

版

物

を

一

指

撃

茜

な

P
活
顕
い
し
て
い
ま
す
。

F
よ
り
種
の
本
は
、
自
動
販
売
機
で
定
し
、
こ
れ
ら
を
脅
少
悼
の
一
周
囲
か
そ
白
結
果
、
雑
誌
自
動
厳
売
携
の

だ
れ
で
も
簡
単
に
員
う
ζ
と

が

で

き

、

b
排
除
す
る
ζ
と
と
し
で
い
ま
す
。
台
薮
は
、
他
市
に
比
べ
非
常
に
少
な

ま
ず
。
自
動
販
売
機
の
…
散
は
、
金
芭
し
か
し
、
図
書
の
え
れ
替
え
が
早
〈
な
っ
て
い
る
が
、
ま
戸
慮
か
れ
て

地

区

だ

げ

で

も

合

台

あ

苫

と

い

う

こ

〈

、

成

人

が

犠

ス

ず

る

の

な

ら

問

題

お

D
、
読
み
終
つ
た
ほ
慢
の
処
緩
め
悶

ず
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
乙
の
は
な
い
と
い
う
努
汀
法
で
は
、
有
害
題
も
で
て
い
ま
す
。
今
後
と
宅
品
問
開

放
置
し
て
お
い
て
よ
い
も
の
で
行
は
ま
ず
ま
ず
増
加
し
て
い
く
傾
向
指
定
の
実
効
性
白
う
す
さ
や
、
行
政
機
調
、
自
体
吉
地
域
立
民
が
一
悼
と

う
か
。
仔
政
当
震
は
、
乙
の
乙
に
あ
担
、
そ
の
要
函
の
}
っ
と
し
指
導
の
難
し
さ
が
あ
の
J

ま
す
。
な
っ
て
綜
ぐ
る
み
由
連
続
を
展
開
し

う
い
ず
主
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
墓
古
凶
書
等
の
社
会
環
境
が
大
本
市
で
は
、
平
察
市
社
会
環
境
浄
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

が
お
開
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
化
員
空
港
動
母
悼
と
し
、
自
治
会
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、
青
少
年
を
健

市
政
宅
一
一
タ
i
護
国
輝
子
さ
ん
さ
で
、
出
版
の
自
由
は
憲
漆
で
保
育
成
諸
問
品
等
地
域
の
方
々
の
協
力
中
が
L
育
て
る
た
め
に
、
社
会
環
境

戦
後
第
一
一
一
の
ピ
ー
ク
歪
ぎ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
県
営
帯
て
、
対
曲
絞
売
で
あ
る
欝
広
等
の
静
化
前
説
に
と
一
理
解
、
む
協
力
を

と
い
わ
れ
る
青
少
年
非
青
少
年
謀
議
育
成
条
例
第
五
条
で
へ
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
自
お
額
い
レ
ま
す
。
青
少
年
謀

内
融社

団
法
入
神
奈
川
県
青
少
年
協
会

で
は
、
安
心
し
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
点
在
し
て
も
争
つ
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
故
共
誤
制
度
者
取
り
扱
っ
て

い
る
。
マ
受
け
付
け

3
良
l
Bか
ら
騎
時

マ
透
南

4
丹
1
日
か
ら
3
月
幻
自

マ
融
商
時
障
①
傷
害
給
付
金
一

千
万
円
、
②
損
害
賠
償
柏
村
金
一
一
一

千
万
肉
、
③
見
舞
金
9

五
十
万
円

詳
し
い
己
と
は
、
神
奈
川
県
青
少

年
協
舎
共
済
事
業
局
(
電
話
C
四
五

一
回
二
一
四
一
一
一
一
一
一
)
へ
。

(
敬
称
略
〉

マ
社
会
措
判
官

A?
山
口
平
八
二
手

円
、
大
念
寺
六
百
五
十
円
、
守
康

珠
算
塾
七
手
円
、
平
木
敏
勝

方
問
、
平
塚
市
中
央
会
婦
人
部
五
手

円
、
中
村
喜
一
郎
七
万
円
、
岩
崎
ス

ズ
五
千
円
、
閣
議
公
営
競
技
場
サ

!
ピ
ス
業
協
間
続
右
田
福
之
助
五

万
五
千
九
苛
六
十
円
、
関
設
箆
久
子

一
万
一
守
E
雷
雨
円
、
な
で
し
ζ
ボ
ラ

y
テ
ィ
ア
一
万
四
十
三
円
、
安
部

義
行
九
百
七
十
一
一
円
、
米
山
ガ
フ

ス
親
交
金
二
万
四
千
二
百
五
十

円
、
高
野
山
塞
一
百
宗
第
一
一
報
恩
広
帯

創
青
年
部
包
万
八
守
思
百
八
寸
三

円
、
宅
助
宝
帯
会
一
万
円
、
加
藤

間
一
一
千
円
、
諸
伏
平
造
五
ヰ

問
、
神
田
婦
人
会
…
万
円
、
あ
ず

ま
会
々
長
石
井
経
雄
一
一
一
万
四
手
八

百
円
、
高
本
医
続
十
万
円
、
問
崎

矢
崎
地
区
一
円
募
金
一
万
九
千
五

百
九
十
七
円
、
平
塚
ボ
ウ
リ
ン
グ
協

会
十
五
万
四
千
七
言
十
包
丹
、
ス

ナ
ッ
ク
再
会
四
手
ム
ハ
百
三
十
七

犬

鼎動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

ζによるのら犬、むらねζの増加と、犬ねζ

による危害を防ぐため、今司も次の日穏でい

らなくなった犬、ね乙白巡回収容を行う。

当日、犬合出される方は「同日かんJ r犬の
鑑札J r注射高察愛犬手帳」を持参のう
え会場へお出かけを白なお、収容事正捧領時

間は、 10-分間固また、抱ζ は麻袋かダンボー

ル箱に入れていただきたい。

3月7務(土) 3月148(土〉
9 ∞ 神回公民主宮 9 : 00 松原公民館
9 : 25 大野公民館 9 : 20 須賀公民館
9 : 50 豊田公民認官 9 : 40 花水公民館
10: 10 棋島公民館 10 :田富士見公民館
10 30 金田公民館 10: 30 中原公民館
10: 50 関崎公民館 10:55 旭公民館
11 : 10 金目公民館 11 : 15 吉沢公民館

>治<一一

告<111幕府は、いち早〈、多数む家

尽に、 ζ白 2;草に沿った土地をそ
の知行所として分け与えている。

平塩宿と居村の簡で八王寺遂と

称した道には、榔畦了で東海道より

分岐し、春日神社の北方より中世主

指・真土村を経て田村に通じた選

と、平畢新宿で東海道よb分岐し

八幡村・四之宮村を経て田村に通

じた、ふつう厚木道と呼んだ道の

2道がある。

柳町から分岐した遜は、貝原主主

軒が典 Nに通ずる混と持者衡した滋

在、大磯宿からの継立てはとの道

によってなされていた。中原綿融

はζの滋に沿ってあった。

厚木道は埼玉役選とも呼ぴ、須

賀選にはまっすぐ続いていた。

EE村に通じた議には、とのほか

西仲町と東仲間了の閣から発した中

厳選とも霊童E晋遂とも称した滋と、

八王寺神社の東側よD大道〈おお

みち〉とも巡老脅迫ともいった議に

続いた喜車道とがある。共に八王寺

遂と称しないが、平塩横沼Dの旅

人のため、近道であるζの 2遣の

議行がすすめられ、翼輯的にはよ

!l事〈使用していた色感われる。

E文章噴 出井弘〉斑おたずね{立市
史家菌2さん鶴へと31一朝29)

5 昭和41年ごろのi¥'E寺神社

i 八重
E 平塩宿は東海道五十三次のひと
5つであったζ とと共に、見逃して
Eはならないのは、八王寺仁子コ滋
Eの起点となっていた己とであるe
5 八王寺選は平壇宿から田村・厚
5木村鹿F謝宮(gji;闇市内〉当麻積
三 〈相模原市内〉櫨本村仁両市内〉

Eを経て八王寺措に至った送で、相
E槙の中央を南北に費量、平語方面
三と源央・#目指，八三E子方面とを結

Eん百、その交流をはかったばかD
Eでなく、八王子からば甲州信州お
きょぴ11出銭建谷方館、 11噛熊谷ii>ら

Eは中山道および越後方面・奥州方
E菌、また座間宿からは武威のR守中
さへと広〈通じていた。

三 従って、八王寺選は当地方とと

されら諸地方とを結ぶ選銘の一環と

さいうζ とができ、上哲謙信や武自

3信玄の小田原若草設をはじめ、諾武
E輔の滋箪にはζれらむ道のどれか
Eがとられ、平塩を濁過している事
至情もよく理解されよう。

E 江戸幕府はこ白遂を麓視し、東
E海・甲州・中山田3街道者結ぶ平
E塩膿谷間由選、および座間溶から
三府中を経て江戸に豆吉る王室は、それ

きぞれひと続きの横海道として、各

所に宿場を設けて人馬の継立てを

させていた。また江戸に入府した

が
迎
主
に
行
け
ほ
そ
の
地
調
で
あ
そ

び
を
や
め
て
帰
る
生
藷
が
つ
づ
5

き

ま
た
。
お
母
さ
ん
同
志
の
つ
き
あ

い
で
去
も
ん
と
し
た
態
度
が
と
れ

な
が
っ
た
時
に
は

m
i五
日
か
か

っ
て
A
君
刑
納
得
す
る
ま
で
言
い

き
か
せ
続
け
て
い
た
と
い
う
ζ
と

で
す
。
ど
玄
つ
や
ゑ
祭
事
ん
は
F
L

し
い
白
常
、
劫
な
い
A
君
と
の
か

か
わ
草
書
目
立
ん
い
気
持
ち
を
、

A
君
は
幼
稚
閥
的
ヰ
長
さ
ん
。

H
子
ど
も
ζ

ん
て
で
な
ぞ
一
人
の

ζ

の
合
ろ
下
痢
や
嬢
痛
を
訴
え
若
人
開
と
し
て
u
と
い
豆
一
百
い
方
で

が
、
お
医
者
様
に
精
神
的
な
も
の
台
ま
が
し
、

A
君
を
大
人
中
心
白

主
一
吉
田
わ
れ
て
鴎
っ
た
お
母
さ
ん
が
洋
諸
に
つ
き
あ
わ
せ
で
し
ま
っ
て

担
諮
L
み
え
ま
し
だ
い
た
よ
う
で
す
。
敏
感
な
A
君
は

P
と
り
つ
子
の
A
君
は
、
ピ
ア
お
母
さ
ん
由
気
持
ち
を
感
じ
て
品
開

ノ
、
お
習
字
、
水
枕
と
一
日
お
き
の
り
を
ruて
要
求
に
応
克
な
が
ら

に
習
い
事
官
し
、
幼
帯
留
で
も
先
も
、
自
分
の
や
D
ー
た
い
事
中
一
甘
え

生
に
は
ゆ
告
れ
る
ζ
と
ば
か
り
。
た
い
気
持
ち
を
お
母
さ
ん
に
訴

お
母
さ
ん
は
、
一
自
分
一
三
=
戸
準
え
た
か
っ
た
め
で
し
ょ

の
子
ど
も
よ
し
て
で
は
民

d
L
、F
う
。
そ
れ
が
A
雪

山

な
く
、
一
人
の
人
間
と
誠
区
ブ
弘
む
詰
ま
っ
て
っ

し
て
放
っ

τき
た
ん
で
一
一
一
一
一

Y
汚
一
い
に
か
ら
だ
の
痕
状
と

す
。
す
き
主
た
話

E
7
3
2
し
で
君
、
で
て
い
た
よ

し
で
き
か
せ
、
長
丞
ん
銭
百

A
プ
巧
レ
う
で
す
g

と
し
つ
け
を
す
る
ん
で

f

こ

:

士

一

句

玄
q
L
L子
ど
も
を
、

す
。
わ
が
ま
ま
な
ど
一
品
っ
た
己
と
『
一
人
め
人
閤
と
し
て
尊
重
す

は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
」
と
、
得
意
吃
う
る
い
と
い
う
ζ
と
は
、
そ
の
時
モ

に
認
さ
れ
ま
長
た
。
ず
い
分
い
い
の
時
の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
考

子
ち
や
ん
だ
と
患
っ
て
開
い
て
い
え
、
そ
の

Z
発
薄
L
あ
っ
た
5

る
と
、
お
母
さ
ん
は
中

L
前
ま
で
け
ス
れ
方
を
す
る
乙
と
な
の
で
は

勤
め
て
い
た
の
で
、
会
文
げ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
い
た
A
君
に
は
2
歳
前
か
ら
ひ

お
段
さ
ん

-曲釘・スメタナ作曲歌劇「売られた花蟻J序曲
・メンヂノレスゾーY作曲、パイオ]J/，童話襲曲

パノレト}ク作曲オ}ケストラのための協罫描

、往復はがきに住所、民名、年齢、職

2月東日までに市民センター(干254平

翠市平塩新宿93(養地コ』こ申し込んでいただ昔たい。
主蝉 霊尭斑OI'華罫諜筒、市民センター事務潜

。巡沼田程 2 月 15日く臼 )10時~15時神田公

民館仁田村抽区自治会)/2 .Fl21日 E土)10時~

12時中央農協悶崎支所・ 13時-15持ふじみ野

団地集会場〈問時地区自惜金)/2月22日〈日〉

1日時-...-15時 紅谷町駐車場仁ロ」タ}プクトクラ

ブ)/2月25日仁木)1む時-15時 仁株〉フドニ家

/2月27臼仁金)1C時-15時 殿内コ三業〈株)/

3月 31l(グ()10時---15時高砂晋料く揖)/3 

月 5日(木) 9様子辛---12時 トヨタオート新神諜

111' 13時-15時高周波熱線 E株)/3月 7臼

C，士)10時-12時大神寄木神社前福田タパコ活う

らく大神地区自治会)/3月 8羽仁田)1む時-12

時構内公民館・ 13時-15時横内沼地ス}パ」

スズキヤ前 cl構内総反自治会)/3月 3日〈金〉

10時-15時三共化成〈構〉

~~~ご協力品りがとうございました~~~

市役所 187本、県合間庁舎'41京、市民訴脊続32:本、

古向雲重工 237三位、平器商工会議所44車、三揺る化学

f株)47本、五領タ重宝暗殺 165京、伊藤製パン50

本。
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